
Ｃ
Ｓ
Ｒ
・
Ｃ
Ｓ
Ｖ

　近年、企業の社会的責任（ＣＳＲ）が進化した「共通価値の創造
（ＣＳＶ）」という理念が広がりつつある。日本ではＣＳＲは経営戦
略とは別の社会貢献活動として捉えられることが多かった。だがＣＳ
Ｖは市場競争に不可欠な経営戦略の一つとして社会的課題に取り組む
べきだという考え方である。顧客や社会の課題を、自社の本業によっ
て解決できれば長期的な取り組みにつながっていく。

カーシェアリング・ジャパンによる三井物産の森での植樹活動 三井物産提供

市
場
競
争
に
不
可
欠
な
戦
略

共通価値の創造広がる

積極的な活動期待

２０１３年

月 日
火曜日

（ ） （第２部） 　　　　　　

宝
酒
造
　
田

ん
ぼ
の
学
校

で
の
田
植
え
体

験

宝
酒
造
提

供▲◇

　
社
会
的
価
値
と
企
業
の
価

値
を
両
立
さ
せ
る
Ｃ
Ｓ
Ｖ
の

経
営
で
地
球
環
境

を
守
る
取
り
組
み

が
行
わ
れ
れ
ば
、

社
会
環
境
の
変
化

に
か
か
わ
ら
ず
、

長
期
的
で
積
極
的

な
活
動
が
期
待
で

き
る
。
「
事
業
所

は
生
態
系
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い

る
」

香
坂
玲
金

沢
大
学
准
教
授
、

４
面
参
照

と
い

う
こ
と
を
忘
れ
ず

に
、
社
会
的
責
任

を
果
た
し
て
行
く

こ
と
が
企
業
の
成
長
に
も
つ

な
が
っ
て
い
く
。

■
宝
酒
造

　
自
然
保
護
活
動

　
結
果
を
公
表
　

　
原
料
と
し
て
水
や
穀
物
な

ど
の
自
然
の
恩
恵
を
受
け
て

事
業
を
展
開
し
て
い
る
宝
酒

造
は
、
豊
か
な
環
境
の
維
持

活
動
に
早
く
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
１
９
９
８
年
か
ら
報
告
書

に
事
業
活
動
に
お
け
る
地
球

環
境
へ
の
負
荷
低
減
や
自
然

保
護
活
動
な
ど
の
結
果
を

「
緑
字
決
算
」
と
し
て
公
表

し
て
い
る
。
「
緑
字
」
と
い

う
の
は
経
済
活
動
の
結
果
を

「
黒
字
」
「
赤
字
」
と
表
現

す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
言

葉
だ
と
い
う
。

　
特
に
自
然
環
境
保
護
と
空

き
容
器
問
題
に
力
を
入
れ

る
。
空
き
容
器
問
題
で
は
リ

デ
ュ
ー
ス

減
量
化

・
リ

ユ
ー
ス

再
利
用

・
リ
サ

イ
ク
ル

再
資
源
化

の
３

Ｒ
に
、
リ
フ
ュ
ー
ズ

発
生

回
避

を
加
え
た
４
Ｒ
を
推

進
し
て
い
る
。

リ
フ
ュ
ー
ズ
は

余
分
な
も
の
を

買
わ
ず
に
必
要

な
モ
ノ
だ
け
を

買
う
こ
と
で
ゴ

ミ
を
減
ら
す
活

動
を
指
す
。
同

社
で
は
焼
酎
の

量
り
売
り
を
独

自
に
展
開
し
て

い
る
。
販
売
店

に
は
専
用
タ
ン

ク
で
焼
酎
を
工

場
か
ら
直
送
し

顧
客
は
容
器
を

持
参
し
て
必
要

な
分
だ
け
購
入

す
る
。

年
度
に
は
新
規
で

店
舗
を
開
拓
し
た
。
全
国

約
１
８
０
店
舗
で
実
施
し
て

お
り
、
１
９
９
８
年
の
開
始

以
来

年
３
月
ま
で
に
２
・

７

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
換

算
し
て
約
７
０
８
万
本
、
段

ボ
ー
ル
約
１
７
７
枚
を
節
約

し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の

他
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
軽
量

化
や
パ
ウ
チ
パ
ッ
ク
の
採
用

な
ど
、
ゴ
ミ
の
減
量
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
自
然
環
境
の
保
護
に
取
り

組
む
中
で
は
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
「
田
ん
ぼ

の
学
校
」
を
開
校
し
て
い

る
。
小
学
生
と
そ
の
家
族
を

対
象
に
稲
作
体
験
と
ク
ッ
キ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
開
催
。
自

然
環
境
や
生
物
多
様
性
を
守

る
こ
と
の
大
切
さ
と
自
然
の

恵
み
の
あ
り
が
た
さ
を
伝
え

て
い
る
。
豊
か
な
環
境
と
共

生
し
て
い
く
こ
と
が
同
社
の

存
続
の
大
前
提
と
な
る
。
次

世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

環
境
教
育
は
重
要
な
役
割
が

あ
る
と
言
え
る
。

■
山
　
善

　
環
境
優
良
商
品

　
販
売
を
強
化
　

　
生
産
財
と
消
費
財
の
専
門

商
社
の
山
善
も
ビ
ジ
ネ
ス
を

通
し
て
環
境
に
貢
献
す
る
方

針
を
掲
げ
て
い
る
。
取
り
扱

い
製
品
の
中
で
環
境
へ
の
有

益
度
合
い
が
一
定
水
準
以
上

の
商
品
を
「
環
境
優
良
商
品

と
」
位
置
づ
け
て
い
る
。
環

境
貢
献
型
製
品
と
し
て
廃
棄

物
分
別
シ
ス
テ
ム
や
汚
泥
処

理
・
廃
水
浄
化
装
置
、
集
塵

機
、フ
ロ
ン
回
収
装
置
な
ど
。

環
境
配
慮
製
品
と
し
て
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
機
器
や
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
、
環

境
対
応
型
工
作
機
械
、
高
気

密
・
高
断
熱
住
宅
用
建
材
・

設
備
機
器
な
ど
が
あ
る
。

　
環
境
優
良
商
品
の
販
売
を

強
化
す
る
取
り
組
み
と
し

て
、
販
売
店
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出

枠
を
供
与
す
る
「
グ
リ
ー
ン

ボ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｇ

Ｂ
Ｐ

」
を
行
っ
て
い
る
。

山
善
が
調
達
し
保
有
し
て
い

る
排
出
枠

Ｙ
―
Ｖ
Ｅ
Ｒ

を
、
Ｇ
Ｂ
Ｐ
対
象
商
品
で
あ

る
環
境
優
良
商
品
を
販
売
し

た
販
売
店
に
、
販
売
量
か
ら

算
出
し
た
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果

に
相
当
す
る
排
出
枠

Ｊ
―

ク
レ
ジ
ッ
ト

を
与
え
る
。

販
売
店
が
企
業
活
動
で
削
減

困
難
な
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
オ

フ
セ
ッ
ト
で
き
る
た
め
、
環

境
優
良
商
品
を
拡
販
す
る
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
る
。
参

加
企
業

販
売
店

は
住
宅

メ
ー
カ
ー
か
ら
機
械
工
具
商

社
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
。

　
今
年
４
月
か
ら
温
室
効
果

ガ
ス
の
国
内
の
排
出
量
取
引

制
度
で
あ
る
「
国
内
ク
レ
ジ

ッ
ト
制
度
」
と
「
オ
フ
セ
ッ

ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

Ｊ
―
Ｖ

Ｅ
Ｒ

制
度
」
が
統
合
し
、

新
し
い
「
Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト

制
度
」
が
始
ま
っ
た
。
Ｇ
Ｂ

Ｐ
も
そ
れ
に
対
応
し
、
Ｊ
―

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
と
活
用

を
積
極
的
に
行
う
新
Ｇ
Ｂ
Ｐ

と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
よ
り

参
加
企
業
が
Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ

ト
を
効
果
的
に
活
用
で
き
る

よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
、
参
加

企
業
の
カ
ー
ボ
ン
フ
リ
ー
化

を
促
進
す
る
。
カ
ー
ボ
ン
フ

リ
ー
と
な
っ
た
企
業
に
は
第

三
者
機
関
「
グ
リ
ー
ン
ボ
ー

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
」

か
ら
認
証
マ
ー
ク
を
与
え

る
。

　
「
共
通
価
値
の
創
造

Ｃ

Ｓ
Ｖ

」
は
２
０
１
１
年
、

米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
マ
イ

ケ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
教
授
が
提

案
し
た
概
念
で
あ
る
。
本
業

を
通
じ
て
社
会
的
な
価
値
と

企
業
の
価
値
の
双
方
を
両
立

さ
せ
る
経
営
が
企
業
を
成
長

さ
せ
る
と
い
う
も
の
だ
。
日

本
に
は
２
０
０
０
年
頃
か
ら

欧
米
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
概
念
が
流

入
し
て
き
た
が
、
そ
れ
ま
で

独
自
の
概
念
を
形
成
し
て
い

た
。
そ
の
た
め
欧
米
と
は
異

な
り
、
日
本
で
は
法
令
順

守
、
社
会
貢
献
、
環
境
対
応

が
主
な
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
さ
れ
て
い

る
。
Ｃ
Ｓ
Ｖ
は
企
業
の
本
業

を
通
じ
て
社
会
的
価
値
と
企

業
の
価
値
の
双
方
を
両
立
さ

せ
る
経
営
で
あ
る
。
地
球
環

境
の
保
護
な
ど
は
利
益
を
生

ま
な
い
慈
善
事
業
と
し
て
捉

え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
本
業
を

通
じ
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
し
て
の
取

り
組
み
を
紹
介
す
る
。

　
　
　
　
　
◇

■
三
井
物
産

　
６
事
業
分
野
で

　
良
い
仕
事
　

　
総
合
商
社
の
三
井
物
産
は

金
属
、
機
械
・
イ
ン
フ
ラ
、

化
学
品
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

生
活
産
業
、
次
世
代
・
機
能

推
進
の
六
つ
の
事
業
分
野
で

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
社

会
の
課
題
解
決
に
努
め
、
持

続
可
能
社
会
の
実
現
に
貢
献

す
る
こ
と
を
同
社
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ

と
位
置
付
け
、
本
業
を
通
じ

て
良
い
仕
事
を
実
践
し
社

会
に
価
値
を
提
供
し
続
け
る

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
大
き
な
地
球
環
境
問
題
の

一
つ
で
あ
る
水
質
汚
染
に
、

イ
ン
フ
ラ
事
業
で
培
っ
て
き

た
開
発
力
や
調
達
力
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
取
り
組

ん
で
い
る
。
メ
キ
シ
コ
で
は

現
地
企
業
と
共
同
で
、
石
油

関
連
プ
ラ
ン
ト
か
ら
出
た
廃

水
を
浄
化
し
、
１
０
０
％
プ

ラ
ン
ト
に
戻
す
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
黒
く
濁
っ
た

原
油
臭
の
す
る
廃
水
も
魚
が

生
息
で
き
る
レ
ベ
ル
ま
で
浄

化
で
き
る
技
術
で
、
必
要
な

レ
ベ
ル
に
応
じ
て
リ
サ
イ
ク

ル
し
て
い
る
と
い
う
。
特
に

水
質
汚
染
が
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
中
国
各
地
で
も

上
水
供
給
・
下
水
処
理
な
ど

の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
ま
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
分
野

に
お
い
て
、
三
井
物
産
子
会

社
の
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・

ジ
ャ
パ
ン
東
京
都
渋
谷
区
、

村
山
貴
宣
社
長
、
０
３
・
５

４
５
６
・
６
４
０
０

は
、

環
境
に
配
慮
し
た
街
づ
く
り

を
担
う
次
世
代
の
交
通
イ
ン

フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
の
一
翼
と
し

て
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。
車
両
の

効
率
的
な
活
用
を
図
る
こ
と

で
、
二
酸
化
炭
素
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
よ
る
温
暖
化
防
止
に

貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、
所

有
す
る
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
車
両
の
走
行
距
離

に
応
じ
た
植
樹
活
動
も
行
っ

て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
車
両
全

体
の
年
間
走
行
距
離
を
合
計

し
、
１
万

に
つ
い
て
１

本
を
三
井
物
産
の
森
に
植

樹
す
る
。
サ
ー
ビ
ス
車
両
か

ら
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
の
一

部
を
相
殺
す
る
た
め
の
カ
ー

ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
ク
レ
ジ

ッ
ト
購
入
も
行
っ
て
い
く
。

　
そ
の
他
、
食
品
リ
サ
イ
ク

ル
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

三
井
物
産
の
社
員
食
堂
か
ら

始
ま
っ
た
、
関
係
会
社
の

エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス

東
京
都

港
区
、
小
野
瀬
宗
孝
社
長
、

０
３
・
６
２
３
４
・
７
５
０

０

は
、
企
業
の
社
員
食
堂

や
学
校
給
食
な
ど
を
提
供
し

て
い
る
。
食
品
再
生
事
業
の

循
環
型
モ
デ
ル
を
「
食
品
リ

サ
イ
ク
ル
・
ル
ー
プ
」
と
呼

ぶ
が
、
同
社
は
給
食
業
界
で

初
め
て
そ
の
認
定
を
取
得
し

た
。
東
京
な
ど
の
受
託
先
事

業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
食
品

ゴ
ミ
を
飼
料
化
し
、
そ
の
飼

料
で
生
産
さ
れ
た
鶏
卵
を
排

出
先
以
外
の
受
託
先
事
業
所

で
も
食
材
と
し
て
利
用
し
て

い
る
。

　
そ
の
他
、
廃
食
用
油
を
再

利
用
し
て
作
ら
れ
た
洗
濯
用

粉
せ
っ
け
ん
を
使
用
す
る
リ

サ
イ
ク
ル
も
ス
タ
ー
ト
し
て

い
る
。


